
!|,i
itトェィ,十

国 住 指 第 6069号

平成 14年 5月 31日

吉野石膏株式会社

代表取締役社長 須 藤永一郎 様

国土交通大臣 林

下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第 68条の 26第 1項 (同法 88条第

1項 において準用する場合を含む。)の 規定に基づき、同法第 2条第七号及び同法施行令第

107条第一号 (柱 :2時 間)の 規定に適合するものであることを認める。
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認定番号

FP120CN―-9063

認定をした構造方法又は建築材料の名称

強化せっこうポード重張/鉄 骨柱

認定をした構造方法又は建築材料の内容

別添の通り



(別添)

認 定 番 号 FP120CN―-9063 認定年月日 :平成 14年 5月 31日

品  目  名 強化せっこうボー ド重張/鉄 骨柱

申請者名 :吉 野  石  膏  冊

東京都千代田区丸の内

33‐1(新 東京ビル内)
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1 部 分、耐火性能の区分 柱  2時 間耐火

2 試 験機関名 働 建材試験センター中央試験所
3 構 造説明□ (単位 mm)

受託番号 依 調第49014号

強化せっこぅポー ド
)軍さ21mm

はり耐火被覆

(9300
4  0φ x 5 0  ④4 5 0

ステーフリレ 4× 32

采は、タッビンねじ

タッピンねじ
3 5φ x 3 2  ③9 0 0

強化せっこぅポエ ド

'軍さ21rnm

鋼製下地

出
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「

．

1 :

柱断面図
透視図
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柱断面図

鋼製下地を鉄骨柱に直接付ける場合

鋼製下地を鉄骨柱に取付金具を介して付ける場合

×50 (9450

1軍さ2i nm

5資化せっこぅボー ド )享き21mm

鉄骨柱

鋼製下地

タッピンねじ 3.5φ x32 ② 9o0

ステープル 4×32@300
又は、 タ ッピンねじ 4,Oφ×50 ()450

取付金物

強化せっこぅボー ド 1軍さ21mm

強化せっこぅボー ド 1軍さ21mm

鉄骨柱

9岡製下地

タッピングねじ 3 5ψ X32 09oo
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4材 料 等 説 明

4 1  主 構 成 材 料

(1 )強 化 せ っ こ うポ ー ド 不 燃 第 10 0 8号

厚 さ、 寸法

厚 さ   2 1■ 0  5 m m

大きさ 最大   1210 と:  mm  ×4500 と8  mm
標準   606 +: mm X1820 18  1「Im

4   2   副 構 成 材 料

( 1 )鋼 製 下 地

J I S  A  6 5 1 7、 G  3 8 0 2に 規 定 す る 防 錆 処 理 した も の 。

匠
- 2 5× 2 0× 0  5以 上

E - 4 0 X 4 5 X 0  5以 上

と -2 5× 2 5 X 0  5以 上

□ -2 5 X 2 5 X 0  5以 上

(2 )取 付 金 物

」 IS  A  6 5 1 7、 G  3 3 0 2に 規 定す る防錆 処 理 した もの。

鉄 板  厚 さ 0 5以 上

ボ ル ト等  5  0 0以 上

E- 2 5× 2 0 X 0  5以 上

□
-4 0 X 4 5× 0  5以 上

L- 2 5× 2 5 X 0  5以 上

□
-2 5 X 2 5 X 0  5以 上

(3 )タ ッ ピ ンね じ

」 IS  B  l 1 2 2、 B  l 1 2 5に 規 定す る防錆 処 理 した もの。

下 張 用  3  5 0× 3 2 m m以 上

上 張 用  4  0φ × 50 m m以 上

(4 )ス テ ー プル :防 錆 処 理 した もの。

幅 4] ]以 上 ×長 さ 3 2 m m以 上

(5 )接 着 斉」

」 IS  A  6 9 1 4 (せ っ こ うポー ド用 日地処 理材 )に 適 合 す る もの又 は、同等 以

上 の性 能 を有 す る もの 。

(6 )目 地 等 処 理材

JI S  A  6 9 1 4 (せ っ こ うボー ド用 目地処 理 材 )に 適 合 す る もの又 は、同等 以

上 の性 能 を有 す る もの。

5 標 準 仕 様 (施工 仕様 )

( 1 )墨 出 し

現 場 施 工 図 に合 せ 、所 定 の位 置 に塁 出 しを行 う。

(2 )鋼 製 下 地 の取付 け

塁 出 し線 に合 わ せ て 鋼 製 下 地 を、鉄 骨柱 に直接 又 は取 付 金 物 を介 して ボル ト又 は溶接

等 にて 取 付 け る。鋼 製 下 地 を上 下 ス ラブ 間で支 持す る場 合 は 、ス ラ ブ に ラ ンナー を取 付

け た後 、 鋼製 下 地 を ラ ンナ ー に取 付 け る。
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( 3 )下 張 強 化 せ つ こ うボー ドの取 付 け

下 張 強 化 せ っ こ うボ ー ドは 、鋼 製 下 地 に 3 5ゅ X 3 2 m m以 上 の タ ッ ピ ンね じで間

隔 90 0 m m以 内 に 固定 して 取 付 け る。

(4 )上 張 強 化 せ っ こ うボー ドの取 付 け

上 張 強 化 せ っ こ うボー ドは 、下 張 強化 せ っ こ うボー ドと 目地 部 が 重 な らな いよ うに割

付 け る。留 付 け は 、接 着 剤 及 び 4X 3 2 m m以 上 の ステー プル で 30 0 m m以 内 の間隔

で行 う。

タ ッ ピ ンね じで 留 付 け る場 合 は 4 0◆ X 5 0  m m以 上 の タ ッピ ンね じを使 用 し 45 0

m m以 内 の 間 隔 で 行 う。

(5 )目 地 部 及 び 取 合 い部 等 の処 理

目地 部 及 び タ ッ ピ ンね じな どの 留付 部 は、 目地等 処 理 材 にて平 滑 に 仕 上 げ る。

(6 )表 面 仕 上 げ

目地 処 理 等 の 表 面 処 理 終 了後 、防 火 上 支 障 のな い塗 装 、ク ロス張 、吹付 け等 にて 仕上

げ る 。

6 留 意 事 項

( 1 )せ っ こ う ボ ー ドは 、 雨  湿 気 等 の 影 響 を う け な い よ う に平 坦 な 場 所 に 保 管 す る 。

(2 )せ っ こ う ポ ー ドは 、角 や 接 者 面 に 過 度 の 衝 撃 を 与 え た り、表 面 に 傷 を つ け な い よ う に運

搬 、 施 工 す る 。

7 付 帯 条 件   な し

8  注 意 事 項

当 該 認 定 書 に お い て 、 「建 築 基 準 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 J(平 成 1 0年 法 律 第 1 0 0号 )

に よ る 改 正 前 の 建 築 基 準 法 の 規 定 に よ る 建 設 大 臣 の 認 定 仕 様 が あ る 場 合 は 、平 成 14年 6月

1日 以 降 は 「建 築 基 準 法 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 」 (平 成 1 0年 法 律 第 1 0 0号 )に よ る 改 正

後 の 建 築 基 準 法 の 規 定 に よ る 当 該 認 定 仕 様 に 係 る 国 土 交 通 大 臣 の 認 定 仕 様 を 用 い る も の と

す る 。
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